
 

自
立
を
目
指
し
て

 　
若
者
人
口
が
減
少
し
て
い
る
一

方
で
、
就
職
氷
河
期
世
代
を
加
え

た
15
歳
か
ら
49
歳
ま
で
の
就
業
や

家
事
、
通
学
を
し
て
い
な
い
方
は
、

全
国
で
約
１
２
０
万
人
い
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
厚
生
労
働
省
で
は

こ
う
し
た
未
来
を
支
え
る
人
材
の

就
労
を
支
援
し
よ
う
と
、
全
国
で

「
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
事
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 
無
料
の
個
別
相
談

 　
こ
の
事
業
は
、
就
労
支
援
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
持
つ
専
門
機
関
に
委
託

し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
西
脇

市
で
は
、
一
般
社
団
法
人
ひ
ょ
う

ご
若
者
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
「
あ

か
し
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」
が
「
就
職
氷
河
期
世
代
・
若

者
自
立
支
援
相
談
」
窓
口
を
開
設
。

専
門
の
相
談
員
が
相
談
者
や
家
族

の
思
い
と
希
望
を
伺
い
、
自
立
し

て
働
き
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
ま
す
。

セ
ミ
ナ
ー
や
職
場
体
験
も
実
施

　

相
談
は
、
社
会
で
自
分
ら
し
く

活
躍
し
て
い
く
た
め
の
第
一
歩
。

そ
の
た
め
、
セ
ン
タ
ー
で
は
就
労

に
必
要
な
技
能
を
習
得
す
る
セ
ミ

ナ
ー
の
ほ
か
、
職
場
体
験
や
就
職

後
の
相
談
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
継
続
し
た
支
援
を
通

し
て
相
談
者
が
自
信
を
持
ち
、
仕

事
に
定
着
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

 

対
象
年
齢
を
拡
大

 　
４
月
か
ら
は
若
者
だ
け
で
な
く
、

就
職
氷
河
期
世
代
に
当
た
る
40
代

の
方
の
就
労
も
サ
ポ
ー
ト
。
社
会

と
の
新
た
な
つ
な
が
り
を
作
る
こ

と
で
、
社
会
参
加
が
で
き
る
よ
う

に
、
40
歳
か
ら
49
歳
ま
で
の
方
も

対
象
と
し
ま
し
た
。

就職氷河期世代・若者自立支援相談

◆とき
　毎月第１・３木曜日
午後１時～４時／予約優先
※相談時間＝１回50分
◆ところ
　茜が丘複合施設みらいえワ
ークルーム
◆予約・問合せ
　あかし若者サポートステー
ション（☎078-915-0677）

相談窓口
ハートキャッチカード

※ピア・サポート
　子どものニーズに応じて大人がチームで支
え、子どもが頑張ることができる力を育てる
取り組み。

冨田真弓さん

広報にしわき　令和2年5月号広報にしわき　令和2年5月号

西脇市青少年問題協議会と共同制作

ハートキャッチカードを配布

子どもを守る“ハートキャッチカード”

　市教育委員会は、いじめや虐待で悩む子どもたちが
相談しやすい環境をつくるため、青少年を取り巻くさ
まざまな問題を協議する西脇市青少年問題協議会とと
もに、「子どもの心を受け止める」という意味の「ハ
ートキャッチカード」を作成しました。
　ハートキャッチカードは、子どもたちに対して「い
つでも相談に乗るよ」という大人の姿勢を示すもので、
イギリスやオーストラリアの「ピア・サポート（※）」
の考えを基にしています。兵庫教育大学の池島德大特
任教授から助言いただき、協議会委員の意見を反映し
て作成しました。
　カードの表面には、教育相談先の電話番号や、青少
年センターにメールができるＱＲコードを掲載。裏面
には相談を聞くときの手順を示しています。

子どもに関わる方々に配布

　４月上旬に子どもたちを通して、市内の小中学校と
しばざくら幼稚園、認定こども園、認可外保育園の保
護者のほか、見守り隊や教職員、スポーツクラブの指
導者など、子どもたちに関わりのある方に配布しまし
た。

　保護者の皆さんには、子どもが悩んでいる様子を感
じたときに、カードの内容を参考にしながら子どもと
対話していただきたいと考えています。また、見守り
隊の皆さんと教職員は、子どもたちに見えるように名
札ケースにカードを入れて活用します。
◆問合せ
　青少年センター（総合市民センター内／☎22-4000）

　
　５
月
30
日
は
「
ご
み
ゼ
ロ
の
日
」

　　

５
月
30
日
は
、「
５
＝
ご
」、

「
３
＝
み
」、「
０
＝
ゼ
ロ
」
の
語

呂
合
わ
せ
か
ら
、「
ご
み
ゼ
ロ
の

日
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
５
３
０
（
ご
み
ゼ
ロ
）
運
動
」

は
、「
自
分
の
ご
み
は
自
分
で
持

ち
帰
り
ま
し
ょ
う
」
を
合
言
葉
に
、

昭
和
50
年
に
愛
知
県
豊
橋
市
で
始

ま
り
、
全
国
に
広
が
り
ま
し
た
。

　
ご
み
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進

　　

国
は
平
成
５
年
に
５
月
30
日
を

初
日
と
す
る
「
ご
み
減
量
化
推
進

週
間
」
を
制
定
。
現
在
は
５
月
30

日
か
ら
「
環
境
の
日
」
の
６
月
５

日
ま
で
の
期
間
を
「
ご
み
減
量
・

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
週
間
」
と
し
て

い
ま
す
。

　

期
間
中
は
、
全
国
各
地
で
３
Ｒ

（
リ
デ
ュ
ー
ス
＝
減
量
、
リ
ユ
ー

ス
＝
再
使
用
、
リ
サ
イ
ク
ル
＝
再

利
用
）
の
推
進
運
動
や
、
不
法
投

棄
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
が
展
開

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
お
住
ま
い
の
地
域
で
点
検
を

　　

西
脇
市
で
は
、
年
間
を
通
し
て

環
境
美
化
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
。

ま
た
、
自
治
会
な
ど
で
は
、
定
期

的
に
ク
リ
ー
ン
作
戦
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
ポ
イ
捨
て
や

不
法
投
棄
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

「
ご
み
ゼ
ロ
の
日
」
を
機
会
に
、

お
住
ま
い
の
地
域
を
点
検
し
て
み

て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

西
脇
市
保
健
衛
生
推
進
委
員
会 

は
、
ご
み
拾
い
な
ど
の
環
境
美
化

活
動
を
行
う
自
治
会
や
各
種
団
体

に
、
ご
み
袋
や
ポ
イ
捨
て
禁
止
な

ど
の
啓
発
看
板
を
無
償
で
提
供
し

て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
手
で
き
れ
い
な
ま
ち
に

　　

ご
み
が
散
乱
し
て
い
る
と
こ
ろ

に
は
、
ご
み
が
捨
て
ら
れ
や
す
い

傾
向
が
あ
り
ま
す
。
「
自
分
た
ち

の
地
域
は
自
分
た
ち
が
き
れ
い
に

す
る
」
と
い
う
気
持
ち
を
持
ち
、

私
た
ち
が
住
む
西
脇
市
を
私
た
ち

の
手
で
き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う
。

第
37
話　

〜
「
５
３
０
運
動
」、
知
っ
て
い
ま
す
か
〜

ご
み
ダ
イ
エ
ッ
ト
通
信

◆
環
境
課
（
☎
22‐

３
１
１
１
）

あなたの〝働きたい〞を応援！あなたの〝働きたい〞を応援！

相談員に聞
きました！
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－心掛けていることは
　生い立ちや職務経験などが同じ方はいません。相談者の今の状況、
希望をしっかりと聞いて、相談者のペースに合った支援を心掛けて
います。
－相談窓口の特長は
　「できる」という成功体験を増やすために、相談者に合わせてボ
ランティア活動や職場体験をします。一人で参加することに抵抗が
ある人には、誰かと一緒に参加する同行支援もしています。
－どうすればいいか分からない人も多いのでは
　みらいえでの出張相談のほか、オンライン通話でのウェブ面談に
も応じています。「何がしたいかわからない」や「就職活動でつま
づいて、就職が怖くなった」など、社会での自立に向けて課題を抱
える方や、就労への不安がある方など、まずはご相談ください。ご
家族からの相談もお待ちしています。

相談員：
あかし若者サポートステーション
総括コーディネーター


